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【メンバー】

江頭啓介（福岡市医師会会長）、諌山 修（福岡市医師会事務局長）、工藤 淳（福岡市医師会事務職員）、松下健太郎（福岡市医師会事務職員）

【活動行程】

３月１６日（水） 山形空港到着 → 仙台市医師会 → グランディ２１（宮城県宮城郡利府町）での検視状況視察

３月１７日（木） 山形空港（会長、事務局長帰福） ※事務職員２名は仙台市医師会にて引き続き状況調査と情報収集にあたる

３月１８日（金） 山形空港（事務職員２名帰福）

グランディ２１における検視の様子
給油規制がとられているガソリンスタンド

（仙台市内）
医薬品の不足を掲示する調剤薬局

● 医 療 支 援 チ ー ム

２０１１年３月１１日、東北・関東地方を襲った大震災（東北地方太平洋沖地震）は、国難とも言うべき戦後最大の被害を

もたらした。現時点において死者・行方不明者数は２万人を超えており、未だその全容が把握しきれていない。

甚大な被害を前に、各方面より様々な物的・人的支援が行われているが、医療に関しては医師会や医療関連団体、民間医療

機関等が被災地に赴き、医療支援に全力を尽くしている。本号外では、代表的な医療支援チームの概要を解説するとともに、

今回の震災における福岡市医師会の支援活動について緊急に報告する。

今回の震災において、『ＤＭＡＴ』や『ＪＭＡＴ』等の様々な医療支援チームが被災地での支援にあたっているが、その組織構成や主な

役割は以下のとおりである。

医師、看護師、業務調整員などで構成され、大規模災害や多傷病者が発生した事故などの現場に、急性

ＤＭＡＴ 期（概ね４８時間以内）に活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受けた災害派遣医療チームのこと。

（Disaster Medical 阪神・淡路大震災において、平時の救急医療レベルの医療が提供されていれば、救命できたと考えられ

Assistance Team） る犠牲者が５００名存在した可能性があったとされたことから、医師が各機関と連携し、災害現場で医療

を行う必要性が認識され、厚生労働省によって平成１７年４月、日本ＤＭＡＴが組織された。

日本医師会主導により、都道府県医師会が郡市区医師会を単位として編成し、被災地で活動する災害医

ＪＭＡＴ 療チーム。災害発生後に日医から都道府県医師会への要請に基づき待機・出動し、ＤＭＡＴ及び被災地医

（Japan Medical 師会との間で役割分担、有機的連携を行いつつ、主に災害急性期の医療、被災地医師会等との協力、活動

Association Team） 支援を担う。３月３１日現在で延べ２５９チームが支援にあたっており（派遣済含む）、今後１４２チーム

が派遣に向けて準備中である。

平成１９年１０月、全国１４の政令指定都市医師会で組織される「十四大都市医師会連絡協議会」にお

十四大都市医師会の協 いて「災害時における相互支援に関する協定書」が締結された。有事の際、被災にあった地区を除く医師

定に基づく支援チーム 会で支援チームを組織し、支援活動を行うこととしており、今回の震災発生に伴い、仙台市医師会に最も

近い札幌市医師会が各都市医師会からの医師の派遣等の連絡調整を担っている。以下に記す福岡市医師会

３班の活動は、本協定に基づき行われたものである。

● 福岡市医師会における現在までの支援活動記録

第１班：現地調査隊 日程：３月１６日(水)～１８日(金)



【メンバー】

入江 尚（福岡市医師会専務理事）、喜多村祐次（成人病センター診療部長）、舩津洋子（成人病センター看護師長）、波多江市子（急患センター専任看護師）

【活動行程】

３月２４日（木） 山形空港到着 → 六郷中学校（仙台市若林区）で診療。

３月２５日（金） 仙台市医師会 → 六郷中学校での診療、各避難所の巡回診療（鶴巻小学校、高砂小学校、高砂市民センター、中野栄小学校）

３月２６日（土） 六郷中学校での診療、各避難所の巡回診療（六郷小学校、ＪＡ仙台、仙台市武道館） → 山形空港（帰福）

【メンバー】

大木 實（福岡市医師会会員・福岡県医師会常任理事・警察医）、勝田洋輔（成人病センター副院長）、樋口 誠（福岡市医師会事務職員）、吉田享史（成人病センター事務職員）

【活動行程】

３月１８日（金） 山形空港到着 → 仙台市医師会 → 宮城県警察

３月１９日（土） 増田体育館（宮城県名取市）での検視（４７遺体）

３月２０日（日） 増田体育館（宮城県名取市）での検視（４１遺体）

３月２１日（祝） 仙台市医師会 → 仙台市若林区荒浜地区を視察 → 遺体安置所を視察（名取市：空港ボウル） → 山形空港（帰福）

検案書を作成する大木医師(右)、勝田医師(左)

（増田体育館）

一人ひとりの遺体が確認されている様子臨時の遺体安置所とされている

廃業したボウリング場

診察にあたる入江尚福岡市医師会専務理事

（六郷中学校）

避難所（六郷中学校）に設置された掲示板 倒壊している家屋（仙台市若林区）

医療情報室の目
かつて我が国が経験したことのない大規模な地震・津波の発生から３週間が経過し、一部の被災地では次第にライフライン復旧
等の兆しが見えてきたものの、点在する避難所の環境格差や、捜索活動が遅々として進まない沿岸部、原発事故の長期化による住
民の混乱など事態の収束は見通せていない。
このような中、現地ではＪＭＡＴや独自の支援チームなど全国から様々な医療関連団体が被災地での支援活動を展開しているが、

各団体間における情報の共有と連携が十分機能しているとは言い難く、市の中心部に支援チームが集中するなど地域によって医療
支援体制に偏りが生じている。
被災地の復興に向けた動きは長期化の様相を呈しており、今後も各地の医療関係者による継続した医療支援が求められると思う

が、刻一刻と変化する被災地の全容を迅速に把握し、統率のとれた支援活動を展開できる指揮系統窓口の確立が必要ではないだろ
うか。当然、被災地の当事者がこの役割を担うことは難しく、支援協力団体の中からサポート要員を派遣して調整役にあたる必要
があるだろう。被災地復興への尽力とともに、長期的な支援体制の整備が急務である。

編 集 福岡市医師会：担当理事 原 祐一(情報企画担当)・原村 耕治(広報担当)・竹中 賢治(地域医療、地域ケア担当)

※ご質問やお知りになりたい情報(テーマ)がありましたら医療情報室までご連絡下さい。（事務局担当 情報企画課 下田）
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第 ２ 班 : 検 視 班 日程：３月１８日(金)～２１日(祝)

第 ３ 班 : 医 療 救 護 班 日程：３月２４日(木)～２６日(土)

今回の東北地方太平洋沖地震により、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の一刻も早い復興を祈念申し上げます。


